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揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

　

１
月
８
日（
日
）、
平
成
23
年
揖
斐
川
町

消
防
出
初
式
が
揖
斐
川
健
康
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
や
階
梯
操
法
・
腕
用
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
健
康
広
場

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
功

労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

副
分
団
長　

増
元　

庄
二
（
久
瀬
）

◇
功　

労　

章

　

部　
　

長　

渡
邊　

靖
夫
（
大
和
）

　

部　
　

長　

林　
　

重
美
（
大
和
）

　

部　
　

長　

金
森　

進
一
（
藤
橋
）

　

部　
　

長　

谷
口　

昭
治（
坂
内
東
部
）

　

団　
　

員　

竹
中　
　

徹
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

長
屋　

清
重
（
小
津
）

　

団　
　

員　

小
寺　

淳
一
（
本
部
）

　

団　
　

員　

小
寺　

寿
一
（
本
部
）

◆
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞��������������

13
人

◆
西
濃
振
興
局
長
表
彰

　

分
団
長　

平
井　

昭
充
（
名
礼
）

　

分
団
長　

長
屋　

幹
年
（
小
津
）

　

部　
　

長　

仲
井　

幸
雄
（
横
蔵
）

　

班　
　

長　

前
川　

一
明（
坂
内
東
部
）

　

団　
　

員　

日
下
部
芳
文
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

古
野　

清
明
（
本
部
）

◆
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
労
章
【
20
年
】

　

分
団
長　

伊
藤　
　

悟
（
揖
斐
）

　

部　
　

長　

金
森　

進
一
（
藤
橋
）

　

班　
　

長　

大
西　

臣
人（
久
瀬
南
部
）

　

班　
　

長　

東
野　

克
也（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

新
川　

正
康
（
美
束
）

　

団　
　

員　

中
島　
　

寿
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

羽
實　

靖
雅（
久
瀬
南
部
）

　

団　
　

員　

柘
植　

隆
行
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

藤
原　
　

弘
（
本
部
）

　

団　
　

員　

小
寺　

寿
一
（
本
部
）

◇
勤
労
章
【
15
年
】

　

分
団
長　

横
山　

陽
一
（
徳
積
）

　

副
分
団
長　

高
橋　
　

透
（
久
瀬
）

　

部　
　

長　

渡
邊　

靖
夫
（
大
和
）

　

部　
　

長　

林　
　

重
美
（
大
和
）

　

班　
　

長　

多
和
田
雅
美（
久
瀬
南
部
）

　

班　
　

長　

寺
井　

智
紀
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

寺
田　

裕
次
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

臼
井　
　

誠
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

森　
　

晃
廣
（
六
合
）

　

団　
　

員　

日
下
部
芳
文
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

増
田　

直
美（
久
瀬
南
部
）

　

団　
　

員　

松
野　

裕
人
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

馬
渕　

真
二
（
藤
橋
）

　

団　
　

員　

寺
井　

一
成
（
本
部
）

　

団　
　

員　

浅
野　

広
光
（
本
部
）

　

団　
　

員　

宗
宮　

孝
臣
（
本
部
）

◇
功
績
章

　

分
団
長　

横
山　

陽
一
（
徳
積
）

　

分
団
長　

長
屋　

幹
年
（
小
津
）

　

副
分
団
長　

松
葉　

篤
規
（
名
礼
）

　

副
分
団
長　

仲
井　

慎
也
（
横
蔵
）

　

副
分
団
長　

高
橋　

藤
樹
（
小
津
）

　

部　
　

長　

白
川　

智
明
（
美
束
）

　

班　
　

長　

小
寺　

勝
利
（
久
瀬
）

　

班　
　

長　

杉
山　

大
輔
（
久
瀬
）

　

班　
　

長　

東
野　

克
也（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

小
椋　

貴
寿
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

杉
山　

直
樹
（
横
蔵
）

　

団　
　

員　

高
橋　

浩
一
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

奥
田　

岩
男（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

高
橋　

宗
徳
（
本
部
）

　

団　
　

員　

堀　
　
　

篤
（
本
部
）

◆
揖
斐
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
労
章����������������������������������������

18
人

◇
功
績
章����������������������������������������

17
人

◇
勤
労
章����������������������������������������

17
人

◆
町
長
表
彰

◇
町
長
特
別
功
労
章

　

分
団
長　

横
山　

陽
一
（
徳
積
）

　

副
分
団
長　

高
橋　
　

透
（
久
瀬
）

　

班　
　

長　

多
和
田
雅
美（
久
瀬
南
部
）

　

団　
　

員　

臼
井　
　

誠
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

寺
田　

裕
次
（
坂
上
）

　

団　
　

員　

日
下
部
芳
文
（
久
瀬
）

　

団　
　

員　

増
田　

直
美（
久
瀬
南
部
）

　

団　
　

員　

山
口　

紀
夫（
坂
内
西
部
）

　

団　
　

員　

寺
井　

一
成
（
本
部
）

　

団　
　

員　

浅
野　

広
光
（
本
部
）

◆
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
表
彰

◇
優
良
章

　

支
部
長　

加
藤　

恵
子
（
北
方
）

　

支
部
長　

羽
實　

里
美
（
三
倉
）

　

支
部
長　

船
越
江
利
子
（
藤
橋
）

　

副
支
部
長　

田
中
喜
久
美
（
藤
橋
）

　

班　
　

長　

松
本　

玲
子
（
藤
橋
）

　

班　
　

長　

中
川
美
那
江
（
藤
橋
）

　

班　
　

長　

馬
渕　
　

恵
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

小
林
み
ど
り
（
西
津
汲
）

　

ク
ラ
ブ
員　

豊
田
美
奈
子
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

金
森　

美
奈
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

清
水　

悦
子
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

田
中　

直
美
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

寺
井
由
美
子
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

川
本　

美
和
（
藤
橋
）

　

ク
ラ
ブ
員　

味
田　
　

恵
（
藤
橋
）

◇
功
労
章
（
消
防
団
）�������������������������

33
人

◇
功
労
章
（
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）�������

12
人

◆
消
防
団
長
表
彰����������������������������

61
人

◆
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰����

８
人

※
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
、
揖
斐
郡
消
防

協
会
長
表
彰
、
町
長
表
彰
（
功
労
章
）、

消
防
団
長
表
彰
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長

表
彰
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
受
章
者
の
紹

介
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▲階梯操法

◆
岐
阜
県
知
事
表
彰

◇
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

伊
藤　
　

悟
（
揖
斐
）

　

分
団
長　

泉　
　

敏
郎（
坂
内
西
部
）

　

副
分
団
長　

田
中　

設
夫（
坂
内
東
部
）

　

団　
　

員　

白
川　

勇
一
（
美
束
）

　

団　
　

員　

矢
野　

幸
司
（
本
部
）

◇
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

中
川　

正
志
（
藤
橋
）

　

副
分
団
長　

竹
嶋　

久
善
（
大
和
）

　

副
分
団
長　

窪
田　

幸
泰
（
小
島
）

　

副
分
団
長　

松
波　

志
郎
（

永
）



Public Information IBIGAWA 6

　

12
月
９
日（
金
）、
揖
斐
警
察
署
で
年
末

年
始
地
域
安
全
運
動
（
実
施
期
間　

12
月

９
日
～
１
月
５
日
）
に
合
わ
せ
て
、
揖
斐

警
察
署
と
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

揖
斐
郡
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
４
団

体
や
地
域
安
全
指
導
員
な
ど
約
１
０
０
人

が
出
席
し
た
式
で
、
石
原
署
長
は
「
年
末

年
始
は
、
犯
罪
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
時
期

で
あ
り
、
揖
斐
郡
内
の
安
全
・
安
心
が
保

て
る
よ
う
協
力
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
か

ら
は
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
一
層
努
力
し
ま

す
。」
と
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
色
の
回
転
灯
を
搭
載
し
た

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
な
ど
が
揖
斐
警
察
署

を
出
発
し
ま
し
た
。

▲交通安全街頭指導の様子

▲ＰＲに訪れた大野組合長（右）

▲全国から２５０を超える町村が参加しました

▲出発式で宣言文を読み上げるパトロール隊員

　

12
月
12
日（
月
）、
揖
斐
川
い
ち
ご
生
産

組
合
の
大お

お

野の

茂し
げ

雄お

組
合
長
が
揖
斐
川
町
役

場
を
訪
れ
、「
い
ち
ご
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

大お
お

野の

茂し
げ

雄お

組
合
長
か
ら
「
生
産
者
の
努

力
に
よ
り
、
今
年
も
美
味
し
い
い
ち
ご
が

で
き
ま
し
た
。
い
ち
ご
を
皆
様
に
提
供
で

き
る
よ
う
一
丸
と
な
り
頑
張
り
た
い
。」

と
の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
い
ち
ご
生
産
組
合
で
は
長
年
技

術
を
磨
き
「
濃の

う

姫ひ
め

・
美み

濃の

娘む
す
め」

な
ど
の
岐

阜
県
ブ
ラ
ン
ド
い
ち
ご
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
就
農
を
希
望
す
る
青
年

を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
後
継
者
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ち
ご
は
市
場
や
地
元
の
菓
子
店
へ
出

荷
さ
れ
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
１

～
揖
斐
川
町
を
Ｐ
Ｒ
～

　

12
月
３
日（
土
）～
４
日
（
日
）、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
１
」
が

開
催
さ
れ
、
３
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
の
町
村
が
一

堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
物
産
や

観
光
資
源
な
ど
を
首
都
圏
の
住
民
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
は
、
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
観
光
交
流

人
口
な
ど
の
拡
大
を
狙
っ
て
、
お
茶
な
ど

の
特
産
品
の
紹
介
や
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
「
揖
斐
川

町
の
フ
ァ
ン
」
が
増
え
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

地
域
安
全
運
動
出
発
式

～
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
～

旬
の
い
ち
ご
を
Ｐ
Ｒ

～
揖
斐
川
い
ち
ご
生
産
組
合
～

交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
指
導

～
事
故
の
な
い
地
域
を
目
指
し
て
～

　

12
月
12
日（
月
）、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動（
実
施
期
間　

12
月
11
日
～
20
日
）

に
合
わ
せ
て
、
交
通
事
故
を
防
ご
う
と
揖

斐
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
樋ひ

口ぐ
ち

直な
お

嗣つ
ぐ

さ

ん
と
大
野
町
交
通
安
全
女
性
代
表
の
所

と
こ
ろ

紀き

代よ

子こ

さ
ん
が
一
日
署
長
に
任
命
さ
れ
、
交

通
安
全
協
会
員
、
交
通
安
全
女
性
、
揖
斐

建
設
業
協
会
員
な
ど
の
方
々
と
と
も
に
交

通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
警
察
署
前
の
国
道
３
０
３
号
に
開

設
さ
れ
た
交
通
安
全
指
導
所
で
は
、
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
ド
ラ
イ
バ

ー
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
「
安
全
運
転

で
事
故
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
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▲「いびっ子ほほえみ広場」（役場庁舎 1階）

▲永年のご尽力に敬意を表します

▲自転車事故防止対策会議の様子

▲講演会の様子

知
的
障
が
い
・
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る

～
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
～

叙
勲
祝
賀
会
開
催

自
転
車
事
故
防
止
対
策
会
議

　

12
月
13
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

「
揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
西
濃
圏
域
発
達
障
害
児
療
育

　

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
発
達
障
害
専
門
相

談
員
の
中な

か

野の

た
み
子
さ
ん
で
、「
こ
ど
も

を
育
て
る
…
？
」
～
知
的
障
が
い
・
発
達

障
が
い
を
理
解
す
る
～
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
実
施
。
幼
児
園
・
学
校
・
障
が
い

者
施
設
等
関
係
者
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
育
児
中
の
親
な
ど
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
「
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ

の
原
因
が
、
障
が
い
に
よ
る
も
の
な
の
か

育
て
方
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
、
ど
ち
ら

で
も
よ
い
こ
と
。
大
切
な
の
は
、
親
が
子

ど
も
の
『
困
り
感
』
を
理
解
し
、
そ
れ
を

取
り
除
く
た
め
に
一
緒
に
な
っ
て
支
え
て

あ
げ
る
こ
と
。」
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
13
日（
火
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
平
成
23
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。発
起
人
を
代
表
し
て
宗
宮
町
長
は「
今

回
受
章
さ
れ
た
方
々
の
ご
功
績
は
、
揖
斐

川
町
の
発
展
を
願
う
町
民
の
模
範
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ

た
若
い
世
代
の
指
針
と
な
る
こ
と
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
尽

力
に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
ご
活
躍
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た

ご
家
族
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
功
績
を
称

え
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

《
旭
日
双
光
章
》
中な

か

野の　

治
お
さ
む
さ
ん

《
黄
綬
褒
章
》
野の

田だ　

巧
た
く
み
さ
ん

　

12
月
14
日（
水
）、
揖
斐
警
察
署
で
自
転

車
事
故
防
止
対
策
会
議
が
行
わ
れ
、
揖
斐

郡
内
の
行
政
関
係
者
や
教
育
関
係
者
な
ど

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

幅
広
い
層
が
多
様
な
用
途
で
利
用
す
る
身

近
な
交
通
手
段
で
す
が
、
最
近
で
は
自
転

車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
違
反
が
原

因
と
な
っ
た
交
通
事
故
が
多
発
し
、
社
会

問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

対
策
会
議
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え

て
、
自
転
車
事
故
の
防
止
と
良
好
な
自
転

車
交
通
秩
序
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

揖
斐
警
察
署
の
小お

倉ぐ
ら

交
通
課
長
を
講
師
と

し
て
、
道
路
交
通
法
や
、
基
本
ル
ー
ル
を

確
認
す
る
な
ど
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

い
び
っ
子
ほ
ほ
え
み
広
場
整
備

　

子
ど
も
を
連
れ
て
来
庁
し
た
方
に
も
安

心
し
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
揖
斐
川
町
役
場
庁
舎
１
階
の

子
育
て
支
援
課
窓
口
付
近
に
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
「
い
び
っ
子
ほ
ほ
え
み
広
場
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
ク
ス
ベ
ン
チ
と
床
用
マ
ッ
ト
を
セ

ッ
ト
し
た
約
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア

に
ソ
フ
ト
滑
り
台
や
の
り
も
の
絵
本
、
発

泡
樹
脂
性
の
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
平
成
23
年
度
岐
阜
県

児
童
福
祉
等
対
策
事
業
補
助
金
（
地
域
子

育
て
創
生
事
業
費
補
助
金
）
で
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
は
、
い
び
が
わ
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
（
後
期
）
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
が
育
む　

子
ど
も
の
ほ

ほ
え
み
に
満
ち
た　

ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。


